
別紙１　参考様式

１　対象地区の現状

２　対象地区の課題

４　３の方針を実現するために必要な取組に関する方針（任意記載事項）

　南部地域の農地利用については、中心経営体である認定農業者83経営体、認定新規就農者1経営体、認定農
業法人11経営体が担うほか、今後、入作を希望する認定農業者や認定新規就農者の受け入れを促進することに
より対応していく。

　高齢化及び担い手不足が課題となっている現状において、地域の中心となる経営体への農地集積・集約化を図
りながら、経営体当たりの規模拡大を目指し農地の有効活用を促す。
　また、人・農地プランに位置付けされた、意欲の高い農業者に農地の利用集積を進めるため、不作付け地また
は農業リタイア者などの農地を、農地中間管理機構へ誘導し、耕作放棄地の発生抑制、解消に向けた取り組み
を行う。

３  対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

三沢市
南部地域（淋代、鹿中、三川目、
浜三沢、大津（園沢）、前平、深
谷、南山）

令和4年3月31日 令和5年3月31日

（備考）

　後継者及び担い手不足による、経営体の高齢化は顕著であり、各経営体は、農作業の機械化を図りながら
従前規模の農業経営を維持しているものの、絶対的な農業従事者不足から地域の耕地面積が緩やかな減少
傾向にある。なお、新規就農者の推移としては皆無ではないことから、さらなる新規就農者増加のため、支援
の継続が必要である。

ⅰ　うち後継者未定の農業者の耕作面積の合計 ９７．６ｈａ

ⅱ　うち後継者について不明の農業者の耕作面積の合計 ０ｈａ

④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計 １０１．７ｈａ

①地区内の耕地面積 １，３１６．３ｈａ

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計 ８６７．６ｈａ

③地区内における７５才以上の農業者の耕作面積の合計 １７６．１ｈａ

実質化された人・農地プラン

市町村名 対象地区名（地区内集落名） 作成年月日 直近の更新年月日


